
（ 1 ） 計画説明書（ 公園部・ 建築物）

1 .空間活用コ ンセプト

基本計画で策定さ れた「 次世代へつなぐ 創造の森」 の実現に向け「 まちづく り 」 「 コ ミ ュ ニティ 」 「 子育て」

「 教育」 など様々な領域を横断し ながら 地域の新たな魅力や価値を生み出す創造拠点を整備 。

子ども を中心と し ながら も 「 市民の誰も が気軽に訪れ 、 生活の質向上に寄り 添う 公園」 を目指す 。

2 .与条件整理

基本計画及び、 市へのヒ アリ ング等を踏まえた基本プラ ンの考え方を確認し 、

実現に向けた課題を整理すると と も に 、 導入機能について検討し た 。

①公園部

基本計画での配置案に対し 与件や今後の検討課題を整理し た【 別紙1】 参照

なお、 駐車/駐輪場については下記のよう に整理し た 。

※車椅子利用者用駐車場は『 都市公園の移動円滑化整備ガイ ド ラ イ ン 』 を 参考に駐車場台数が20 0 台以下の場合はに1 /50 を 乗じ て得た数以上と する

自然環境

子育て

防災

まちづくり

教育コミュニティ
領域を横断し、

新たな価値を創造
していく

「 教育」における創造
新生児から高齢者まで、市民が生涯にわ
たり主体的に学び続けることができる場を
創造。学校や既存図書館等との連携も図
り、次世代に向けた人材を育成していく 。

「 防災」のおける創造
市役所や学校が近接していることから、災害
時の一時避難や機能補完施設として活用で
きる場を創造。日常生活に定着し、多様な人
と普段から触れ合うことで、防災機能の認知
や、お互いに助け合う精神を育む。

「 子育て」における創造
出生率が全国平均を上回る甲斐市を象徴す
る場として、誰もが安心して子ども遊び、学ば
せることができる場を創造。甲斐市版「 ネウボ
ラ」を更に推進していくための施設になる。

「 まちづくり 」における創造
単体の施設整備で終わるのではなく 、本計画
を都市経営戦略のひとつとして、教育・ 福祉・
産業など、地域課題の領域を横断して解決し
まち全体の新たな価値を生む場を創造。

「 コミュニティ 」における創造
多世代/多様な人が思い思いに集い、交流
することができるコミュニティの場を創造。適
切なサウンディングにより民間事業者/イベン

ト 出店者ネット ワークの形成も目指す。

「 自然環境」における創造
大切な地域資源である既存樹木や再生
可能エネルギーをできる限り活用し 、街中
でありながら日常的に自然と触れ合い学
び、未来に引き継げる環境を創造。
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別紙1　 （ 仮称） 篠原地区公園設計基礎調査及びサウ ンディ ング業務委託の成果（ 抜粋） ①



②建築物

公園内に整備を計画する施設については 、 旧緑化センタ ーの機能を継承し た「 緑の体験学習」 等を実施するこ と から 、 都市公園法上の教養施設（ 体験学習施設） と し て整備するこ と が適し ている 。

本調査では、 当該施設において「 子育て支援」 機能を複合的に備えた事業展開に取り 組むこ と から 『 子育て支援複合施設（ 体験学習施設） 』 と 記すこ と と する 。

当該施設において実施を想定する事業をも と に 、 市へのヒ アリ ングやサウンディ ングを通じ 、 必要と なる諸室や与件、 今後の検討課題等を整理し た 。

なお、 当該施設以外に設置を計画するト イ レ 、 倉庫、 屋根付き 広場等についての与件や課題については 、 【 別紙1】 に記す 。

※上記面積や機能はあく まで目安であり 、 今後の運営体制や空間検討、 整備費の調整と 併せて精査し ていく 必要がある

2023.1.31

Project. Date.Plan No. Scale . No .
株式会社オープン・ エー
東京都中央区日本橋馬喰町2-7-15-7F

一級建築士事務所 　 東京都知事登録第53091号
（ 仮称） 篠原地区公園 　 設計基礎調査

ボランティア

控室
50 → 50

◇休憩スペース

・机、イス

・収納スペース

・ミニキッチン

最大10人程度を想定

○イベントやひろばの運営等に協力が必

要なボランティアの控室を設置。

○ボランティアの方の研修等を定期的に

実施し、ボランティアの質の向上とボラ

ンティア団体の育成を図る

○事務室とは別途設置する

○部屋の使用がないときは、市内の

ボランティア団体や子育てサークル

の活動スペースとして利用可能とす

る

○施設内のイベントだけでなく、

屋外イベントのボランティアの控

室も必要となれば、さらに大きな

控室が必要

屋内遊戯

スペース
1000 → 750〜1000

◇遊戯ひろば

・大型遊具

・インクルーシブ遊具

・デジタル遊具

◇スタッフルーム

1日平均160人の利用を見込む

（近隣施設のにらちび、お城ラ

ンドの利用者数から算出）

○雨の日でも体を使って学び、遊ぶこと

のできる大型遊具を兼ね備えた施設と

し、遊具、内装に県産材を使用するなど

特徴のある造りとし、インクルーシブな

遊具を設置

○運営主体が異なる場合を想定し事

務室とは別途スタッフルームを設け

る

○多様な遊び場を想定し、静かな空

間とアクティブな空間などエリア分

けを設ける

○遊具の維持管理/運営における

安全管理のため、有料化も含め検

討が必要（有料となる場合は他エ

リアとの導線やセキュリティの整

理が必要）

○人口規模や利用想定者数と比べ

て面積が大きいため、運営携帯も

含め詳細検討が必要である。

児童書コーナー 500 →

1万冊程度

（300㎡〜500

㎡程度）

◇絵本へ特化した空間を想定

（運営される事業者が、その他

の児童書や育児本が必要という

のでれば設置も検討）

○図書の貸出を行わず、来園者が館内で

読書、読み聞かせに参加することを想定

○まとまった部屋ではなく建物内に点在

した空間も可

→そのため面積ではなく蔵書数を基準と

する。

○秘密基地のような小部屋や、読み

聞かせできるオープンスペースなど

があり楽しく本に触れられる場所と

する。

○子育てひろばと隣接し、遊びや読

み聞かせが一体的に行える空間が好

ましい

○施設内に点在する場合の本の管

理やセキュリティ面の検討が必要

交流・休憩・オー

プンスペース
200 → 200

◇カフェ

◇フリースペース

・マルシェや展示が行えるス

ペース等

○建物のエントランス空間も兼ねたオー

プンスペース

○フレキシブルな利用を促せる空間を想

定

○飲食機能がある場合は屋外側へも

テイクアウトカウンターなどあると

良い

○飲食機能が入る場合は公園側の

カフェ・レストランとの棲み分け

が必要

多目的ホール 200 → 0

事務室 50 → 60

◇事務スペース

・IP電話、PC等

・机、イス等の備品

・収納スペース

・職員用ミニキッチン

10名程度の人数を想定

○各事業を実施する職員が作業する事務

スペース

○施設全体に目が行き届きやすい場

所に配置する

○施設の運営体制をもとに具体的

な面積設定をする必要がある

共用部 495 → 450〜635

合計 3000 → 2315〜3000

基本計画時には想定していたが、多目的室（大）と同様の機能であるため統合する

・男女トイレ/多目的トイレ/授乳室   ・階段/EV/廊下   ・倉庫など

（多目的ホールを統合するため、共用部の増減あり）

施設名

広さ

（㎡）

※基本計画時

広さ

（㎡）

必要とする機能

利用想定者数など
内容 空間構成 検討課題

託児スペース 50 → 50

◇託児スペース

・ほふくスペース

・手洗い場

・トイレ　

※床暖房完備

定員最大:10名程度を想定

○市内在住の生後6か月から就学前の子

どもを対象とした一時預かり事業（有料

想定）

○ファミリー・サポート・センター事業

とは異なり気軽に預けられる場所を想定

○兄弟を一緒に預けることを考慮す

ると子育て広場と同じフロアが望ま

しい

○屋外との繋がりが感じられると良

い

○運営面では一時預かりの際は事

前面談を行うことが理想のため、

利便性と運営面両面での検討が必

要

○サテライトカフェ側にも託児ス

ペース（またはキッズスペース）

が必要かは検討が必要

子育てひろば 200 → 200

◇子育て遊び場

・ミニキッチン

・授乳室

・親子トイレ

※床暖房完備

利用者は30人～50人想定

○市内在住の乳幼児が自由に遊べるス

ペース（無料想定）

○地域子育て支援拠点事業（子育て親子

の交流の場の提供と交流促進）の場

○利用者支援事業[基本型]（保育士、社

会福祉士等による相談業務）を実施想定

○兄弟を一緒に預けることを考慮す

ると託児スペースと同じフロアが望

ましい

○屋外との繋がりが感じられると良

い

○活発なスペースと静かなスペース

等エリア設定を想定

○竜王子育てひろばが移転予定で

あり、また本施設整備により集客

範囲が広がることが想定されるた

め、想定利用者に応じた面積設定

が重要

多目的室

（小）
30 → 30

◇相談スペース

・15㎡×2部屋

○緑の体験学習教室や各種講座を実施

○施設に遊びに来た方が、子育ての悩み

などの相談ができるスペース。

〇相談会のような事業も開催想定

○相談室として利用するほか、イベント

時の控室、打合せ室として利用想定

○15m2×2部屋を想定

○4人席+ベビーベッドや子供が遊べ

るスペースを有する部屋を想定

○遊びのなかで子育て家庭から日常

的に気軽に相談を受けることを可能

にするため、子育て広場と近接した

配置が望ましいと考える

○相談者が声の漏れや周りからの

目線が気にならないよう、防音性

や配置検討が必要

多目的室

（中）
75 → 75

◇ふれあいスペース

・和室やクッションフロア等

・手洗い場

※床暖房完備

イベント時は〜30人程度を想定

○緑の体験学習教室や各種講座を実施

○現在竜王ふれあい館及び北部公民館で

実施している、げんき甲斐のイベント等

を開催のほか、マタニティクラスやママ

パパクラス、離乳食教室、ベビーマッ

サージ教室など、様々なイベントを実施

想定

○マットや絨毯、畳等を敷き子ども

が寝転ぶことができる部屋とする。

○部屋を2つに仕切り、各イベント毎

にフレキシブルに利用できる部屋と

する。

○床の素材や空間の仕切り方など

について検討が必要

多目的室

（大）
150 → 150〜200

◇木工教室機能

・電動のこぎりなどの工作機器

の利用を想定

イベント時は40名程度の利用を

想定

○緑の体験学習教室や各種講座を実施

○竜王ふれあい館で実施している木工教

室などが開催可能な体験学習とする。

○また可能であれば食育教室を開催可能

なスペースとしても検討。子どもを中心

に食育への関心を高めるため、親子で一

緒に食材に触れ調理実習を行う。

○水回りが収納可能で工作台と一体

となる机を導入できれば、面積の圧

縮も可能と思われる。

○イベント毎にフレキシブルに対応

できるよう、部屋を2〜3つに仕切る

可能性もあり。

○具体的な運営形態も含め、電動

のこぎりや調理台等の機器を置い

ておく部屋にするのか、フリース

ペースとするのか、また面積等の

具体的な設定が必要（多目的ホー

ルとの統合を前提とした面積設定

が必要）
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・ 子育て支支支支支援援機機能能(( 子子育育育ててひひひひひろ ばろ ばろ ば、 一一時時預か預か預かりり ななななどどど )))

・ 児童書童書童書コココ ーナナナナー

・ 一時避難地地(( 想想想想想定定定浸浸浸水水水水水深深深00.55 ～～3333ｍｍｍｍ ))

園園路路路路路路路路((((( 歩歩歩歩歩歩歩歩道道道道道橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋・ 回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回廊廊廊廊廊廊廊廊廊廊廊廊廊廊廊廊廊廊廊廊廊廊廊廊廊廊廊廊廊))

階階階階階階階階階階階階階階階段段段段段

・ 車道に出ずに公園内を 周遊でき る 導線計画

・ 導線を 公園内に引き 込み歩く のが楽し い空間に

・ 公園への出入口の増設を検討

・ 市民バス 等が駐車/転回でき る スペース を想定

・ 利用頻度が高い一般駐車場を施設近く に優先的に配置

・ 障がいを持っ た方、 子ど も 連れの方が優先的に使える 駐車場

　 を 施設近く に配置

・ バス 停留所/タ ク シー乗場/駐輪場の配置計画

・ EVス テーショ ン の設置

・ 雨に濡れずに建物ま で入れる 導線計画

・ 駐車想定台数は別途整理

・ 週末など 稼働率が高い場合を 想定し た駐車場

・ 駐車想定台数は別途整理

・ 子育て支援複合施設等を 整備する こ と から 施設機能に応じ た加算が必要
・ バリ アフ リ ーに考慮し た誰も が移動し やすい導線を 計画

・ 既存樹木を考慮し た詳細ルート 設計

・ 公園内に点在する 休憩場所等を 整備

・ 詳細な形状/大き さ /配置計画

児童書コ ーナー/託児ス ペース

屋内遊戯ス ペース /多目的室 、 旧緑化セン タ ーの

施設機能（ 緑の教室） など を 想定

・ 誰し も が楽し める イ ン ク ルーシブ デザイ ン に配慮

・ 既存樹木と の関係性を 考慮し た建築プラ ン の検討

・ 一時避難地を 想定し た建物高さ の検討

・ 洪水時の想定浸水深さ を考慮し た階数/階高の検討

・ 施設機能についてはサウ ン ディ ン グ調査等で継続し て検討

・ 運営形態についても サウ ン ディ ン グ調査等で継続し て検討

（ 指定管理制度の導入必要性等）

・ バリ アフ リ ーに考慮し た誰も が移動し やすい導線

・ 賑わいが感じ ら れ足を 運びたく なる 空間計画

・ 道路と 敷地の最大1 .5 m の高低差解消方法の検討

（ 階段/ス ロ ープの設置や盛土など ）

・ マルシェ や市民イ ベン ト を想定し た広場を計画

・ 雨天時を 想定し 屋根付き 広場が隣接する 空間を 想定

・ キ ッ チン カー 等が設置し やすい舗装仕様/導線計画を 検討

・ 子ど も 達がアク ティ ブに遊べる ゾーン

・ 誰も が楽し める イ ン ク ルーシブ な遊具/導線計画を 検討

・ 設置さ れる 具体的遊具計画

・ 公園利用者用のト イ レ や防災時を 想定し た備蓄倉庫の設置を 想定

・ 詳細な形状/配置計画

・ 公園利用者用のト イ レ や防災時を 想定し た備蓄倉庫の設置を 想定

・ 詳細な形状/配置計画

・ 管理者用の駐車場を 想定

・ メ イ ン駐車場から 距離のある 北側区画利用者の利便性向上

・ 市道古村本線の車両規制時間帯を 考慮し た運用計画

・ 隣接する 集会所へのアク セス を 考慮し た導線を計画

・ 既存水路を活かし た親水空間や、

　 井戸の掘削/水飲み場などの詳細計画

・ 雨天時の利用を 想定し た屋根付き 広場を 想定

・ アス レ チッ ク や芝生広場を 見渡せる 場所への配置を 想定

・ カフ ェ やシンボルツ リ ー位置を考慮し た配置計画

・ メ イ ン施設やイ ベン ト 広場に隣接し た飲食機能

・ Park-PFIによ る 整備を 想定

（ 継続的なサウ ン ディ ン グ調査が必要）

・ アス レ チッ ク や広場で遊ぶ子ど も への視認性が低く 、

　 ま た敷地全体への回遊性等から 配置が課題

・ 駐車場が隣接し ている こ と が望ま し い

中央エリ ア

既存樹木をでき る 限り 残し た緑の観察/学習空間エリ ア

散策し やすい園路や休憩でき る 東屋等を整備。

南側エリ ア

駐車場や防災時を想定し た倉庫や調整池等を整備する エリ ア

西側エリ ア

メ イ ンと なる 子育て支援複合施設や

イベント 広場などを整備する エリ ア

北側エリ ア

大き な広場やアス レ チッ ク があり 、

自由に遊ぶこ と ができ る エリ ア

課題

・ バイ パス 架橋と し ては高コ ス ト

・ 既存高木によ り 園内への見渡し は阻害さ れる

・ 公園設計と 合わせた詳細計画が必要

・ エリ ア内への建築物は不可

・ 子育て世代を中心と し た来園者の安全確保のため、

　 歩車道の整備が必要

・ ゼロ カーボン の実現に向けた再生可能エネルギーの

　 活用等の検討が必要（ 太陽光/風力発電/地熱利用等）

・ 設計と あわせて継続的なサウ ン ディ ン グ調査が必要

・ 防犯など 安全性を確保する ため視認性向上の必要がある

・ 枯木の伐採/抜根、 植え替えなど が必要

・ 遊具の設置/継続管理の負担軽減のため、 指定管理制度

　 の導入可能性を 検討

○イ ベン ト 広場

○設計時の検討課題

○子育て支援複合施設（ 体験学習施設）

○設計時の検討課題

○設計時の検討課題

○アプロ ーチ

○設計時の検討課題

○駐車場①

○駐車場②

○設計時の検討課題

○ト イ レ /備蓄倉庫

○設計時の検討課題

○カフ ェ ・ レ ス ト ラ ン

○バス 駐車場

○設計時の検討課題

○ト イ レ /備蓄倉庫

○設計時の検討課題

○サブ駐車場

○設計時の検討課題

○アス レ チッ ク エリ ア

○空中回廊

○設計時の検討課題

○屋根付き 広場

○設計時の検討課題

○東西横断園路

○公園全体

○建築/公園共通

○外周園路

○キ ン ラ ン /ギンラ ン 生育エリ ア

○設計時の検討課題

○メ イ ン園路

○設計時の検討課題

○東屋/ウ ッ ド デッ キ等

○道路
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管理者駐車場/

駐輪場等

巨木シンボルツ リ ー

カ フ ェ ・ レス ト ラ ン

イ ベン ト 広場

芝生広場

親水空間/井戸/水飲場など

駐車場②

バス 駐車場

アス レ チッ ク

ト イ レ /倉庫

巨木シン ボルツ リ ー

キン ラ ン
ギン ラ ン

サブ駐車場

外周園路

外周園路

メ イ ン園路

ト イ レ /倉庫

屋根付き 広場

子育て支援複合施設

（ 体験学習施設）

屋根付き 広場

（ 複合施設に併設）

・ 飲食し ながら 公園やアス レ チッ ク で遊ぶ子ど も を見守れる 空間

・ 周辺住宅地に近く 、 日常的に活用し やすい場所への配置を 想定

・ Park-PFIでの整備を想定

（ 継続的なサウ ン ディ ング調査が必要）

・ シンボルツ リ ーや駐車場位置を 考慮し た詳細配置計画

・ 車道に出ずに公園内を周遊でき る 導線計画

・ 導線を 公園内にも 引き 込み歩く のが楽し い空間に

・ 公園への出入口の増設を 検討

中央エリ ア

既存樹木をでき る 限り 残し た緑の観察/学習空間エリ ア

散策し やすい園路や休憩でき る 東屋等を整備

西側エリ ア

メ イ ンと なる 子育て支援複合施設や

イベント 広場などを整備する エリ ア

北側エリ ア

大き な広場やアス レ チッ ク があり 、

自由に遊ぶこ と ができ る エリ ア

駐車場①

・ バリ アフ リ ーに考慮し た誰も が移動し やすい導線を計画

・ 既存樹木を考慮し た詳細ルート 設計

・ 公園内に点在する 休憩場所等

・ 詳細な形状/大き さ /配置計画

児童書コ ーナー/託児ス ペース

屋内遊戯ス ペース /多目的室 、 旧緑化セン タ ーの

施設機能（ 緑の教室） など を 想定

・ 誰し も が楽し める イ ンク ルーシブ デザイ ン に配慮

・ 既存樹木と の関係性を考慮し た建築プラ ンの検討

・ 一時避難地を想定し た建物高さ の検討

・ 隣接する 公会堂と の位置関係

・ 洪水時の想定浸水深さ を 考慮し た階数/階高の検討

・ 施設機能についてはサウ ンディ ング調査等で継続し て検討

・ 運営形態についても サウ ンディ ング調査等で継続し て検討

（ 指定管理制度の導入必要性等）

・ バリ アフ リ ーに考慮し た誰も が移動し やすい導線

・ 賑わいが感じ ら れ足を運びたく なる 空間計画

・ 道路と 敷地の最大1.5 m の高低差解消方法の検討

（ 階段/ス ロ ープの設置や盛土など ）

・ マルシェ や市民イ ベント を想定し た広場を計画

・ 雨天時を 想定し 屋根付き 広場が隣接する 空間を想定

・ キッ チン カー 等が設置し やすい舗装仕様/導線計画を検討

・ 子ど も 達がアク ティ ブに遊べる ゾーン

・ 誰も が楽し める イ ンク ルーシブ な遊具/導線計画を検討

・ 設置さ れる 具体的遊具計画

・ 公園利用者用のト イ レ や防災時を 想定し た備蓄倉庫の設置を 想定

・ 詳細な形状/配置計画

・ カフ ェ 利用者/管理者用の駐車/駐輪場を 想定

・ メ イ ン駐車場から 距離のある カフ ェ 利用者の利便性向上を想定

・ 古村本線の車両規制時間帯を考慮し た運用計画

・ 通学路がある ため車導線と の歩車分離を 要検討

・ 隣接する 集会所へのアク セス を考慮し た導線を 計画

・ 既存水路を活かし た親水空間を 検討

・ 水遊びや生態系の観察が行える 空間に

・ 井戸の掘削/水飲み場など の詳細計画

・ 雨天時の利用を想定し た屋根付き 広場を想定

・ アス レ チッ ク や芝生広場を 見渡せる 場所への配置を想定

・ カフェ やシンボルツ リ ー位置を 考慮し た配置計画

巨木シン ボルツ リ ー

南側エリ ア

駐車場や防災時を想定し た倉庫や調整池等を整備する エリ ア

・ エリ ア内への建築物は不可

・ 市民バス 等が駐車/転回でき る ス ペース を 想定

・ 利用頻度が高い一般駐車場を施設近く に優先的に配置

・ 市内の幼稚園や保育園、 小学校などの遠足や校外学習でのバス 利用を想定

・ バイパス 架橋や中央園内への回廊設置は不適切である が、

　 富士山の眺望が良いこ と から 展望施設（ 眺望デッ キ等） の適正は高い

・ 詳細な形状/大き さ /配置計画

・ 公園利用者用のト イ レ や防災時を 想定し た備蓄倉庫の設置を想定

・ 詳細な形状/配置計画

・ 週末など 稼働率が高い場合を想定し た駐車場

・ 子育て支援複合施設等を 整備する こ と から 施設機能に応じ た加算が必要

・ 障がいを 持っ た方、 子ど も 連れの方が優先的に使える 駐車場を施設近く に配置

・ バス 停留所/タ ク シー乗場/駐輪場の配置計画

・ EVス テーショ ンの設置

・ 雨に濡れずに建物ま で入れる 導線計画

・ バリ アフ リ ーに配慮し た設計

・ 子育て世代を中心と し た来園者の安全確保のため、

　 歩車道の整備が必要

・ ゼロ カーボン の実現に向けた再生可能エネルギーの

　 活用等の検討が必要（ 太陽光/風力発電/地熱利用等）

・ 設計と あわせて継続的なサウ ン ディ ン グ調査が必要

・ 防犯など 安全性を 確保する ため視認性向上の必要がある

・ 枯木の伐採/抜根、 植え替えなど が必要

・ 遊具の設置/継続管理の負担軽減のため、 指定管理制度

　 の導入可能性を検討

駐輪場等

○イ ベント 広場

○設計時の検討課題

○子育て支援複合施設（ 体験学習施設）

○設計時の検討課題

○設計時の検討課題

○アプロ ーチ

○設計時の検討課題

○駐車場①

○駐車場②

○ト イ レ/備蓄倉庫

○設計時の検討課題

○カフ ェ ・ レ ス ト ラ ン

○バス 駐車場

○設計時の検討課題

○ト イ レ /備蓄倉庫

○設計時の検討課題

○サブ駐車場

○設計時の検討課題

○アス レ チッ ク エリ ア

○設計時の検討課題

○屋根付き 広場

○設計時の検討課題

○東西横断園路

○公園全体

○建築/公園共通

○外周園路

○設計時の検討課題

○メ イ ン 園路

○設計時の検討課題

○東屋/ウ ッ ド デッ キ等

○道路

○キンラ ン /ギンラ ン生育エリ ア

○設計時の検討課題

○展望デッ キ/ウ ッ ド デッ キ等

○設計時の検討課題

・ 普通車5 5 台程度+ サブ駐車場普通車5 台

・ 都市公園事業設計要領（ 平成2 5 年度 ） によ る と

　 普通車4 5 台、 大型バス 3 台、 身体障害者用1 台が目安

○駐車台数（ 施設内容によ って今後台数調整）
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Project. Date.Plan No. Scale . No .
株式会社オープン・ エー
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（ 仮称） 篠原地区公園 　 設計基礎調査 断面計画図（ 建築部） 00

（ 3 ） 断面計画図（ 建築物）

園路

緑の観察/学習エリ ア
バリ アフ リ ーに考慮し た導線

イベント 広場屋根付き広場

マルシェ やキッ チン カ ー を
想定し た広場

雨でも 遊べる施設と
一体に整備さ れる空間

アスレチッ ク ・ 芝生広場

アク ティ ブに遊べる エリ ア
誰し も が楽し めるアスレ チッ ク

管理機能

施設全体

約2 3 1 5 ~ 3 0 0 0 ㎡

・ 事務室　 ・ ボラ ンティ ア控室　 等

既存緑地・ 樹木

の有効活用

児童書コ ーナー
施設内に点在し た空間を 考慮

子育てひろば

約2 0 0 ㎡

地域の子育て支援拠点

多目的室（ 中）

約7 5 ㎡

マタ ニティ ク ラ ス等
地域のイベン ト スペース

多目的室（ 小）
約3 0 ㎡

子育てに関する 相談室

託児スペース
約5 0 ㎡

一時預かり 、 ほふく スペース等

セキュ リ ティ 管理
受付機能
など

防音性に配慮し た相談し やすい場

交流・ 休憩・ オープンスペース

飲食・ 展示スペースなども 兼ねた
フ リ ースペース

・ アプローチ

・ 駐車場

・ 駐輪場

　 等

バリ アフ リ ーへ考慮
さ れた空間

施設全体を把握し やすい

オープンな空間

雨に濡れにく い導線計画

共用部/付帯機能
子ども にも 大人にも 、
誰し も に優し いト イ レ/授乳室
など

近いと 兄弟で預けやすく
同フ ロ アが運営的に望まし い

日常的な交流のなかで
相談し やすい配置考慮

受付・ 案内機能がわかり やすい

多目的室（ 大）

約1 5 0 ～2 0 0 ㎡

木工教室等が可能な体験
学習室

有料エリ アも 想定さ れる ため他諸室と フ ロア/エリ ア分けは要検討

1 F
不特定多数の利用

特定多数の利用

屋上 太陽光発電などの設置

2 ~ 3 F

屋内遊戯スペース

雨の日でも 体を 使っ て遊ぶこ と の
でき る スペース

約7 5 0 ～1 0 0 0 ㎡

施設全体が見渡し やすい/行き やすい配置

下記の要点より 子育て支援複合施設（ 体験学習施設） の断面ダイ アグラムを整理し た

・ 1 Fは不特定の方が気軽に利用でき る空間と し 、 ギャ ラ リ ー等の展示や、 各種体験学習会（ ワーク ショ ッ プ） 時の集客などを考慮し オープンスペースや多目的室（ 大・ 中） 等の配置を想定

・ 2 F以上は、 特に子ども 連れの利用者が安心し 落ち着いて利用でき る託児スペースや子育てひろ ば等の配置を想定

・ 交流・ オープンスペースや児童書コ ーナーは施設全体に点在するこ と を想定

・ 屋内遊戯スペースは有料と する場合は他エリ アと の導線やセキュ リ ティ の整理が必要なため他諸室と 階やエリ アを分けた配置を想定

・ 管理/受付機能を有する事務室は視認性や施設全体への視線の見渡し 、 導線を考慮し た配置が望まし い

・ 駐車場から 施設へのアプローチはバリ アフ リ ーや雨へ配慮さ れた導線計画が望まし い

・ 屋根付き 広場を併設し て設け、 雨天時でも 利用でき る屋外と 一体の空間を設けるこ と が望まし い

・ 階層について2 階～3 階建が想定さ れる 。 施設で実施する事業と 併せ、 適切な階数については検討が必要



（ 4 ） イメ ージパース

　 『 イベント 広場』

○マルシェ などを 想定し たイベント 広場

○雨天時でも 活用でき る屋根付き 広場

○緑の観察/学習ができ る公園/園路



（ 4 ） イメ ージパース

　 『 アスレチッ ク 』

○誰でも 楽し く 遊べる遊具を 整備

○自由に憩い遊べる芝生広場

○既存樹木を 活かし た公園計画



○乳幼児が自由に遊び 、 保護者が交流/情報交換でき る 子育てひろ ば

○子育ての相談などができ る多目的室

○絵本などの読み聞かせができ る 児童書コ ーナー

（ 4 ） イメ ージパース

　 『 子育てひろば等』



○年齢に応じ た遊具を 配置

○誰でも 平等に楽し めるイ ンク ルーシブな空間

○約7 5 0 ～1 0 0 0 ㎡を 想定し た県内最大級の広さ

（ 4 ） イメ ージパース

　 『 屋内遊戯スペース』



【 別紙2 】

公共空間へのDX /Io T活用事例調査
コ ロナ禍を機に「 都市のオープンスペース」 と 「 オンラ イ ン化」 の両方が求めら れる昨今の情勢を踏まえ、

自然の中で健やかに過ごし ながら 、 テクノ ロジーにより 新たな空間アク ティ ビティ の促進や効率化を促す事例をリ サーチし た。

A/あ

・ 生体認証による入退場管理
・ 人物感知による照明/空調管理

・ QRコード によるデータ取得
・アプリ利用による施設や本の貸出予約

・ AR活用による体験の提供
・ 情報等の多言語翻訳

・ 図書館や子育て関連施設との連携
（ 本の貸出しやテレビ電話相談など）

・エネルギー利用状況のマネジメント  
・ 遊具利用状況のデータ収集
・リアルタイムの土壌水分、肥料分析

・ パネルディスプレイによる情報更新 
・カフェ/遊具/駐車場等の混雑状況発信

活用アイデア
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【 別紙3 】 -①

ZEB化へ向けた課題整理等

①（ 仮） カ ーボンニュ ート ラ ルパーク への取り 組み

甲斐市は、 2050年二酸化炭素排出量の実質ゼロを 目指す「 ゼロカ ーボンシティ 」 宣言し 、 その実現に向けた取り 組みを 推進し ている 。

また、 令和5年1月現在、 脱炭素先行地域の採択を 目指し 、 計画提案書の策定を 進めている と こ ろ である 。

計画素案において 、 竜王駅～市役所～（ 仮称） 篠原地区公園を 繋ぐ 地域を 、 脱炭素先行エリ アの１ つに定めている 。

（ 仮称） 篠原地区公園は 、 旧山梨県緑化センタ ー跡地の既存樹木を CO2吸収源と し て活用する ほか 、 建物・ 公園部においても 脱炭素化を 図る（ 仮） カ ーボン ニュ ート ラ ルパーク と し ての整備に取り 組むも のと する 。

②ZEBと は

Net Zero EnergyBuilding（ ネッ ト ・ ゼロ ・ エネルギー・ ビル） の略称で快適な室内環境を 実現し ながら 、 建物で消費する一次エネルギーの収支を ゼロにするこ と を 目指し た建物のこ と を 指す 。

人々が活動する 限り エネルギー消費量を 完全にゼロ にするこ と はでき ないが 、 省エネによっ て消費エネルギーを 減ら し 、 創エネによ っ てエネルギーを つく る こ と で 、 エネルギー消費量を 正味（ ネッ ト ） でゼロにするこ と を 目指す 。

③ZEBのメ リ ッ ト

「 ZEB」 にするメ リ ッ ト は 、 一般的に下記の4点が挙げら れる 。

（ 1） 光熱費の削減

　 エネルギー消費量を 減ら し 、 光熱費を 大き く 抑えるこ と ができ る 。 昨今の原油や天然ガスの価格が高騰し ている状況であっ ても 、 その影響を 小さ く するこ と が可能 。

（ 2） 不動産価値の向上が期待でき る

　 地球温暖化問題への対処が課題と なっ ている 昨今 、 「 ZEB」 実現は温室効果ガスの大幅な削減にも 繋がり 、 一般的な建築物に比べて不動産価値の向上が期待でき る 。

（ 3） 快適さ を 維持し たエコ 貢献

　 省エネルギー性能を 高め 、 自然エネルギーを 上手に活用し て空調設備などの制御を 行う 「 ZEB」 、 快適さ を 損なわずに温室効果ガスの削減に貢献するこ と が可能 。

（ 4） 災害時のエネルギー活用

　 地震や電力不足による停電が起き た場合であっ ても 、 導入し た再生可能エネルギーの一時的な使用が可能と なる 。

④ZEBの種類
基準一次エネルギー消費量

再生可能エネルギーを除き、基準一時エネルギー消費量から50%
以上の一次エネルギー消費量を削減した建物

ZEB Readyの要件を満たし、かつ再生可能エネルギーにより基準
一次エネルギー消費量から75% 以上100% 未満の一次エネルギ
ー消費量を削減した建物

ZEB Readyの要件を満たし、かつ再生可能エネルギーにより基準
一次エネルギー消費量から100% 以上の一次エネルギー消費量を
削減した建物

省エネ

省エネ 創エネ

省エネ 創エネ

省エネで50% 以上削減

省エネと創エネで合わせて75% 以上削減

省エネと創エネで合わせて100% 以上削減

0% 100%



分類1 分類2 分類4 備考 今後の課題

屋根の断熱仕様 日射負荷の抑制/エネルギーロス対策 建築設計時に素材や厚み等の必要詳細検討が必要

外壁の断熱仕様 同上 建築設計時に素材や厚み等の必要詳細検討が必要

開口部の断熱仕様 同上 建築設計時に素材や厚み等の必要詳細検討が必要

基礎の断熱仕様 建築設計時に素材や厚み等の必要詳細検討が必要

舗装材の選定 蓄熱しにくい舗装材の選定など 公園設計時に素材等の詳細検討が必要

屋根等の形状 庇やバルコニーの深さ/形状により夏の日差しを遮り、冬の日を取り込む 建築設計時に形状や素材等の詳細検討が必要

開口部の大きさ/方位など 建築設計時に配置等の詳細検討が必要

カーテン・ブラインド等 建築設計時に素材や運用等の詳細検討が必要

植栽による日射遮蔽 夏の木陰や気化熱による涼しい風。落葉樹の場合は冬の日を遮らない 公園設計時に既存樹木調査も兼ねた詳細検討が必要

ハイサイドライト 高窓からの安定した光の確保 建築設計時に配置等の詳細検討が必要

吹き抜け 吹き抜けを介し下の階へも光を落とす 建築設計時にプランとあわせた詳細検討が必要

方位 方位を考慮した日射の取り込み 建築設計時に方位を考慮した建物配置や開口部位置の検討が必要

自然風による換気・気温調整 開口部の位置や気圧差など空気の性質を活かし風が流れる設計 甲府盆地における卓越風（夏は南西、北西。冬は北西〉への配慮が必要

吹き抜け 吹き抜けを介し施設全体での風の流れ道をつくる 建築設計時にプランとあわせた詳細検討が必要

全熱交換ユニット 新鮮な空気を室内に供給しながらエネルギーロスを減らす 設備設計の専門家も含めた詳細検討が必要

ナイトパージ 夜の涼しい空気を家の中にため込み蓄冷 夜でも最低気温が高い県・地域では有効活用が難しい

雨水・井戸水を利用した散水 植栽への散水/舗装への打ち水等 タンクの容量やスペースの検討/タンクへのゴミ侵入対策等が必要

雨水を利用したトイレ 排水洗浄水への活用 同上

高効率ヒートポンプ 従来より省エネルギーで運転可能なシステム機器の採用 設備設計の専門家も含めた詳細検討が必要

照明のLED化 省エネルギー/長寿命/低発熱な照明器具の利用 デザイン面も含めた器具選定が設計時に必要

節水型器具の選定 洗面・トイレなどの衛生器具 デザイン面も含めた器具選定が設計時に必要

DCモーター型の換気扇 従来より省エネルギーで運転可能なシステム機器の採用 デザイン面も含めた器具選定が設計時に必要

運用時間を考慮した熱源利用 余剰エネルギーの蓄熱・蓄電 設備設計の専門家も含めた詳細検討が必要

昼間の蓄熱および夜間の放熱 暖房負荷低減と室温の安定化が可能 素材などが制限される可能性があるため設計時に詳細検討が必要

学習 「つかう」「つくる」の見える化 エネルギー使用量のリアルタイム表示・共有システム/学習パネルなど データを分析する専門家や、利用者に学んでもらうプログラム構築が必要

人感センサーによる照明や換気の省エネ 未利用部屋の省エネ 運営計画との調整が必要

照度センサーによる照明の省エネ 時間帯や天気を考慮した省エネシステム 運営計画との調整が必要

太陽光を利用した室内照明灯 再生可能エネルギー活用による省エネ化 建物屋根上に設置する場合は必要スペース/屋根耐荷重など要精査

太陽光を利用した屋外照明灯 再生可能エネルギー活用による省エネ化 デザイン面も含めた器具選定が設計時に必要

太陽光を利用した井戸ポンプ 再生可能エネルギー活用による省エネ化 井戸掘削場所と日射条件の検討が必要

風力発電 風力発電を利用した屋外照明灯 再生可能エネルギー活用による省エネ化 デザイン面も含めた器具選定が設計時に必要

地中熱 地中熱ヒートポンプシステムによる暖房/給湯など 昼夜または季節を問わず安定している地中エネルギーの活用 イニシャルコスト/細かな温度調整が難しい

バイオマス 廃棄物系バイオマス 廃棄物として排出された生物由来の再生可能な資源 甲斐市の方針要確認

未利用系バイオマス 稲わら、麦わら、もみ殻等や間伐材といった未利用の資源 発生箇所が地域に広く分散し、収集・運 搬・管理コストがかかる

太陽光発電

高効率機器

熱源 蓄熱・蓄電

エネルギーマネジメント
運用管理

日射遮蔽

断熱強化

採光

換気

雨水・井戸水

再生可能エネルギー

省エネ

創エネ

負荷抑制

自然エネルギー利用

器具選定

【 別紙3 】 -②

ZEB化へ向けた課題整理等（ 例）

本公園整備において導入可能性のある設備等について整理を行っ た。

前ページでまと めた通り 、 ZEB Rea d yの実現には省エネによる一次エネルギーの削減、 N ea r ly  ZEBまたはZEBの実現には省エネと 創エネによる7 5 ～1 0 0 % 以上の一次エネルギー削減が必要である。



【 別紙3 】 -③

篠原地区公園　 建築物のZEB化イメ ージ

（ 仮称）篠原地区公園内の建物（ 案）

子育て支援複合施設
（ 体験学習施設） ト イレ 倉庫 屋根付き広場

など

公園に適した設備等を選択・ 導入

ZEB化

負荷抑制

採光
換気
など

断熱強化
日射遮蔽

など

高効率機器
など

蓄熱
蓄電
など

運用管理
など

太陽光発電
風力発電

など

自然エネルギー 器具選定 熱源 エネルギー
マネジメント

再生可能
エネルギー



項目 備考/検討課題など
建物環境 ○地震や水害時を考慮した建築構造を検討する必要がある

○洪水時の想定浸水高さを考慮した建築の階数/階高設定が必要
○授乳室や更衣室、ユニバーサルデザインの設置は被災時の観点からも設置が望ましい

エネルギー面 ○再生可能エネルギーや生活インフラ（井戸水の活用、マンホール トイレ、かまどベンチ等）の検討が必要
○断熱性・機密性に考慮し、室内温熱環境を一定に保ちやすい計画を行うことが望ましい

運営面 ○被災時における避難や意思決定等の円滑化のため定期的な職員研修や市民との避難訓練の実施が望ましい
（日中、夜間、施設利用状況等、様々な状況を想定し、実 施することが望ましい。）
○担当者不在時にも備蓄品が使用できるよう保管場所、数量、配布ルールなどが誰でも理解できるマニュアル制作が望ましい
○男女のニーズの違いや子育て家庭等のニーズに配慮し、女性用品、乳幼児用品等の必要とさ れる物資について、あらかじめ一定程度を備蓄することが望ましい

備蓄倉庫の位置 ○子育て支援複合施設に設置する備蓄倉庫については浸水時に流されることがないよう、2階以上に設置する必要がある
○被災による建物の倒壊や建具の破損を考慮し、敷地内の複数エリアに分散して備蓄倉庫を設けることが望ましい

備蓄倉庫の仕様等 ○被災時は大量の備蓄品を運ぶ必要があるため、台車が通れる出入口や通路の有効幅、段差等に配慮した計画が望ましい
○備蓄物の総重量に応じた床の耐荷重設定が必要
○備蓄品へのカビ対策として十分な換気/湿度対策が必要
○直射日光（紫外線）により備蓄品が劣化しないよう開口部等への配慮が必要

備蓄倉庫の大きさ ○1日の最大利用者数500人程度*3日間分の食料/簡易トイレ等を想定した場合、下記目安により最低15~20㎡以上のスペースが必要と想定される
（小柄な人が運び出すことを考慮し、備蓄品の積み上げ高さは最大1200mm程度と仮定する）

【 別紙4 】

防災へ向けた課題整理等（ 例）

【 参考】 株式会社レスキュ ーナウ /防災用品カ タ ログより 引用

（ 仮称） 篠原地区公園は、 市役所、 図書館、 交番、 消防署、 小学校、 中学校などの公共施設が集積するエリ アに位置し 、 人口集中地区（ D ID ） にも 隣接する立地と なっている。

　 甲斐市洪水ハザード マッ プによると 、 想定浸水深0 .5 ～3 ｍの区域であり 、 公園北側には水害時指定緊急避難場所・ 指定避難所である竜王小学校が近接し ている。

　 本公園は、 多く の人が集う 交流拠点であると と も に、 子育て支援機能を持つ公園施設であるこ と から 、 災害時に来園者や地域住民が一時的に避難できる場所（ 一時避難地） に位置付け、

地域防災を補完するための整備について取り 組むも のと する。


